
　
俳
　
句	

　
　
　
　
　

玉

井

北

男

選

挨
拶
を
交
わ
す
胸
元
赤
い
羽
根

　
　
　
　
青
野
義
明

人
影
の
減
り
し
古
里
草
の
花

　
　
　
　
　
高
橋
和
子

青
空
を
揺
ら
し
て
お
り
ぬ
秋
桜

　
　
　
　
三
谷
福
美

山さ

ざ

ん

か

茶
花
の
白
ば
か
り
な
る
静
け
さ
よ

　
　
三
好
清
信

紅
葉
狩
り
亡つ

ま妻
の
写
真
が
ほ
ほ
え
ん
で

　
藤
原

　
博

煙
立
ち
道
前
平
野
柿
紅
葉

　
　
　
　
　
　
高
橋

　
和

柿
う
れ
て
忙
し
く
な
る
日
曜
日

　
　
　
藤
田
ウ
メ
ノ

雪
景
色
山
ひ
だ
ひ
と
つ
浮
か
び
出
し

　
　
加
藤
忠
行

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

金

子

一

孝

選

若
い
父
ダ
ビ
ン
グ
す
れ
ば
よ
み
が
え
る
　
藤
原
　
博

百
才
の
長
生
き
孫
へ
贈
り
も
の
　
　
　
　
真
鍋
正
利

赤
い
糸
切
れ
ず
解
け
ず
六
十
路
坂
　
　
　
尾
崎
康
博

期
待
す
る
日
本
大
使
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
　
大
橋
桃
代

何
よ
り
の
ぜ
い
た
く
冬
の
朝
寝
坊
　
　
　
神
尾
禮
子

玉
葱
の
い
け
ず
鬼
の
目
に
涙
　
　
　
　
　
越
智
幸
子

も
み
じ
葉
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
で
満
ち
て
く
る
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
智
恵
子

い
い
人
に
出
逢
い
人
生
弾
み
出
す
　
　
白
石
美
智
子

　
短

　
歌	

　
　
　
　
　
　
藤

田

虎

雄

　
選   

冷
え
を
感
じ
駅
の
木
椅
子
で
時
間
待
つ
友と

も
が
ら輩

五
人
小

さ
き
旅
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
本
郁
子

雲
上
の
野
地
は
紅
葉
山や

ま

が家
へ
の
荷
を
負
う
汗
や
路み

ち

清

め
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
忠
行

足
萎
え
の
吾
に
し
あ
れ
ば
見
に
行
け
ぬ
紅
葉
だ
よ
り

を
テ
レ
ビ
に
て
識し

る
　
　
　
　
　
　
　
　
宇

　
房
恵

手
を
振
り
つ
つ
バ
ス
に
乗
り
込
む
は
姪
に
し
て
月
に

一
度
は
吾
を
看み

に
来
る

　
　
　
　
　
　
吉
田
喜
代
子

眼ま
な
う
ら裏

に
瑠
璃
色
の
光
の
こ
り
た
り
川か

わ

も面
を
掠か

す

め
去
り

し
翡か

わ
せ
み翠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶

　
末
子

冷
え
し
朝

　
カ
ッ
カ
ッ
カ
ッ
と
鳴
く
鴉

か
ら
す

　
風
邪
を
ひ

い
た
か
瓦
の
屋
根
に

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
賀
和
子

葉
ボ
タ
ン
を
六
株
植
え
け
り
今
は
昔

　
円
卓
囲
み
し

我
が
家
族
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村
三
重
子

面
か
ぶ
り
　
お
か
め
　
ひ
ょ
っ
と
こ
　
三し

ゃ

み味
を
弾
く

顔
を
見
せ
ね
ど
美
人
揃
い
ぞ
　
　
　
　
加
藤
千
賀
子

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
は
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書
等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

広
報
広
聴
課　

広
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　ベトナムの平均年齢は28歳と若い世代が多い。そんなわけで、ベトナムは今がベビーラッシュ。あ
ちらこちらで妊娠している女性を見かける。
　実は、昨年末、私もベトナムのローカル病院で出産をした。産婦人科はブロイラー状況。次々と産声が上が
る。実際、私の出産のすぐ後にも隣のベッドで別の女性が出産をしていた。助産師は慣れたもので、短時間で
赤ちゃんを取り出していくのである。
　出産を控えている女性が多いので、病室もいっぱい。出産後、順調で
あれば２、３日で退院させられる。日本のように新生児のケア方法など
教えてくれず、都会の家庭では、退院後は看護師を雇い、沐浴やへその
緒のお手入れなどをしてもらうのが一般のようだ。産後は早ければ４カ
月で女性は仕事に復帰する。若い力があふれるこの国で、我が子は“日
越の架け橋”として逞しく育ってくれることを願っている。
　　　　　　（フエ市防災教育支援事業コーディネーター　中村範子）
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▲元気な男の子が生まれました！
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